
英語語法文法学会第 33 回大会プログラム 
大会参加費：学会会員1,000円／当日会員 一般2,000円  学生1,000円 

 

日時：2025年 10月 11日（土）〈大学の食堂は利用できませんが、近隣に京都ファミリー（イオン系列）やコンビニ、飲食店があります〉 

開催校：京都外国語大学 （〒615-8558 京都市右京区西院笠目町 6） 

         ■ 阪急京都線利用の場合は、「西院」駅から西へ徒歩約15分。 

または市バス「西大路四条」（西院）から3・8・25・28・29・53・67・69・71系統に乗車、「京都外大前」で下車。 

（所要乗車時間約5分）「大阪梅田」駅から「西院」駅までは約40分。 

         ■ JR線利用の場合は、「京都」駅烏丸口から市バス28系統、八条口から市バス71系統に乗車、「京都外大前」で下車。 

（ともに所要乗車時間約30分） 

           詳細 https://www.kufs.ac.jp/access/index.html/ 
 

 

開 催 校 委 員：吉川裕介、大野直樹 

大会実行委員：山岡洋、出水孝典、住𠮷誠、中澤和夫、吉田幸治 

 
● 司会者・関係者（ワークショップ・研究発表・シンポジウム発表者）控え室（1号館4階145教室） 

● 大会本部・運営委員会室（1号館4階144教室） 

● 一般休憩室（1号館4階142教室） 

● 書籍展示（1号館4階 学生ラウンジ） 

 

受付： 10時00分より  1号館4階141教室前 

ワークショップ（1号館4階141教室） 10.40 – 11.40                                                             

司 会 大澤舞（獨協大学） 

1.  「動詞 buzz の多義性」……………………………………………………………………………… 冨依慎也（神戸学院大学学部生） 

2.  「アメリカ英語における albeit の補部の歴史的変遷―COHA の用例分析から」………………               井上徹（成城大学） 

3.  「英文和訳で訳されない but と和文英訳で補われる but」…………………………………………      田岡育恵（大阪工業大学） 
 
 

受付： 12時30分より  1号館4階141教室前 
 

研究発表 13.00 – 14.45 

第１室（1号館4階141教室） 

司 会 西山淳子（和歌山大学） 

1. 「Will you 構文と Can you 構文の表す依頼内容の差異について―please と共起した例に注目して―」 

  ………………………………………………………………………………………………………  宇都陽鳳（大阪大学大学院） 

2. 「関係詞節における認識的 will について」 …………………………………………………………… 岡麟太郎（日本大学） 

    3. 「Used to の「推意キャンセル」と進行形可否に見られる整合性」…………………………………… 島本慎一朗（日本大学） 

 
 

第2室（1号館5階151教室） 

司 会 徳永和博（東京農業大学） 

1. 「動能構文における動作主の意図性」 ……………………………………………………………… 加藤翔太（筑波大学大学院） 

2. 「談話標識の新奇表現 in long の語法」 ……………………………………………………………… 木村快（慶應義塾大学大学院） 

3. 「不定詞を補文にとる使役表現とその補文内部における完了形・進行形の出現について」  ……… 村岡宗一郎（日本大学） 

 
 

総会（1号館4階141教室）15.00 – 15.20 

総合司会                     五十嵐海理（龍谷大学） 

開会の辞 会  長 吉良文孝（日本大学） 

学会賞・奨励賞選考報告 会  長 吉良文孝（日本大学） 

事務局報告  事務局長 松原史典（京都女子大学） 

会計報告  会  計 小澤賢司（日本大学） 

 

シンポジウム（1号館4階141教室）15.35 – 17.45   

テーマ 「英語へのコンストラクション（構文）的アプローチ」 

司 会 前川貴史（龍谷大学） 

   1. 「不定冠詞と複数形名詞が出会うとき」 …………………………………………………………………  前川貴史（龍谷大学） 

2. 「ネットワークを用いた構文分析―BE V-en INF 構文を例に―」 …………………………………………  町田章（日本大学） 

3. 「“So, look, I mean, you know, the fact is, is that ...”  —語用論標識の連鎖と語法について—」 …………… 柴﨑礼士郎（明治大学） 

4. 「談話構文としての数・量推移構文」 ……………………………………………………………………. 村尾治彦（熊本県立大学） 

 

閉会の辞 吉川裕介（京都外国語大学） 

 

懇 親 会 18.00 – 19.30   会場：南迎賓スペース（4号館6階）  

（懇親会費：一般5,000円 学生3,000円） 

 

連絡先：英語語法文法学会 

〒605-0927京都市東山区渋谷通り東大路東入ル３丁目上馬町544  京都女子大学文学部 

英語文化コミュニケーション学科 松原史典 研究室内 

TEL：075-531-9082（内線）  FAX：075-531-9120（代表） 

（Email: segu.office@gmail.com ウェブサイト: https://segu.sakura.ne.jp） 

 


